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民法改正とホームインスペクション活用のススメ
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民法改正について

「オプション保険」サービス終了のお知らせ
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株式会社イング
住宅診断に役立つ機材の開発と販売

大和ハウス工業株式会社
狭小空間点検ロボ moo g le evo 

株式会社アイ・ソーキ

計測・検査機器のレンタルサービス

一般社団法人街と暮らし環境再生機構
『赤外線建物診断技能師』研修・資格試験

※本号掲載順

今号の表紙

“地域の風景と季節＂をテーマに、北海道エリアか

ら始まり (Vol.1 7) 各エリアを写真でご紹介してお

りますが、今号は、新年に相応しい九州•福岡の

シーサイドももち海浜公園からの日の出の風景を

お届けします。次号は、 6月下旬のお届け予定で

す。地元の素敵な風景のお写真がありましたら、

ぜひ事務局へお寄せください。

本誌の掲載内容に関するお問合せは、協会事務

局へお願いいたします。 info@jshi.org 

台風15号や 19号は、全国各地に大きな被害をもたら

しました。神奈川県の一部や千葉県では、建物の屋根

が飛び浸水するなどの事例が多数確認されています。

筆者は台風15号の後、被害の大きかった千葉県館山

市に赴き、家屋の被害状況を調査し被害状況に応じて

「全壊」「大規模半壊」「半壊」「一部損壊」などを認定・証明

する「罹災証明」を発行する自治体職員に同行しました

が、その作業は困難を極めるものでした。現地に赴く役

所の職員は必ずしも建物の専門家ではないなか、各部

位について5段階で評価を行うものですが、評価する個

人によってばらつきがありそうです。また、ただ屋根が

飛んだだけでは「一部損壊」ですが、現実には屋根がな

ければ生活はできないため、政府が要件を緩和し、屋

根が吹き飛んだといったケースでも「半壊」とみなすことと

したのは幸いでした。

屋根が吹き飛ぶといった被害は、 1995年に発生した

阪神・淡路大震災を受け、 2001年に業界団体連合会が

発行した「瓦屋根標準設計・施工ガイドライン」に準拠し

た建物であったかどうかが分かれ目だったことが、全日

本瓦工事業連盟・全国陶器瓦工業組合連会合同調査

チームの被害視察で分かっています。

またいくつかの被災現地では、高額な、あるいは不要

な修繕費用を請求されたり、建物が十分に乾かないまま

修繕を行うことでカビが発生するなどの二次的被害も起

きているようです。

河川が決壊する、処理しきれない雨水で浸水すると

いった被害は全国各地で発生。タワーマンションの建設

などで発展著しかった武蔵小杉のタワーマンション十数

棟のうち2棟が、排水管からの逆流などで地下階にある

電気関係設備が浸水し、各戸の電気はもちろんエレベー

ターが使えない、水道ポンプが被災したことから水やト

イレも利用できないといった状況が続きました。

武蔵小杉駅周辺はもちろん多摩川周辺はハザードマッ

プで浸水の可能性が指摘されていました。多摩川という

のはもともと大きく蛇行しており、それを直線に付け替え

つつ堤防を整備してきた経緯があります。そうしてでき

た土地に工場が建ち、企業のリストラなどで土地が売却

され、そこにタワーマンションが建ち並ぶといった、土

地利用履歴の変遷の経緯がありました。

気候変動待ったなしのなかで、こうした災害はどこで

も起こり得ます。建物の専門家集団が多数終結する当協

会は、被災を未然に防ぐ、被災後の修繕などについて

はたせる役割は大きいものと考えております。

特定非営利活動法人日本ホームインスペクターズ協会

理事長長嶋修
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